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草原の風を切って～ 
（前森牧場） 

〜
夢
と
ロ
マ
ン
を
の
せ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
走
る
も
が
み
町
〜 



3 議会だより 3月定例議会

※金額は町の会計（１年分）の１万分の１を月額にあらわしました。

月
額
に
た
と
え
る
と

�

総額 114億3643万円 64 5200 49 8443

3月議会 
3月議会 

　平成２８年３月定例会を、３月７日から１６日までの会期で開きました。 
今回は、平成２８年度予算を中心に、条例の制定や改正、補正予算など提出された
このうち町の仕事の大部分を占める平成２８年度一般会計予算は、６４億5200万円と
予算の執行にあたっては、最小の経費で最大の効果が得られるよう多くの意見を提案

過去最大級予算　！！過去最大級予算　！！ 使い道は！

平成28年度予算（案）

〔民生費〕〔民生費〕 
福祉などの福祉などの 
充実のために充実のために 

　　　　11億6657万円万円 

〔民生費〕 
福祉などの 
充実のために 

　　11億6657万円 

平成28年度 

使う予定のお金 
〔一般会計歳出〕 

64億5200万円 

〔議会費〕 
　町議会の運営に 
　8481万円 

〔その他〕 
3億190万円 

〔地方消費交付金〕 
　　1億4000万円 

〔国庫支出金〕 
　国からの補助金 
　5億8690万円 

〔県支出金〕 
県からの補助金 
　3億3595万円 

〔町債〕 
　町の借金 
　7億3020万円 

〔諸収入ほか〕 
　2億8028万円 

〔消防費・災害復旧費〕 
　町の防災対策などのために　 

　2億2627万円 

　〔土木費〕 
土木工事 
などに 

　6億2289万円 

〔総務費〕 
　計画推進のための経費 
　17億1772万円 

〔その他〕〔その他〕 
1358万円万円 
〔その他〕 
1358万円 

　〔農林水産業　〔農林水産業費・費・ 
　　　　商工　　　　商工費・費・労働費〕労働費〕 
　町の産業振興のために　町の産業振興のために 

　5億1320万円万円 

　〔農林水産業費・ 
　　　　商工費・労働費〕 
　町の産業振興のために 

　6億1320万円 

〔公債費〕〔公債費〕 
町の借金返済町の借金返済 
5億8668万円万円 

〔公債費〕 
町の借金返済 
5億8668万円 

〔教育費〕　　　〔教育費〕　　　 
学校や生涯教育のために学校や生涯教育のために 

5億6246万円万円 

〔教育費〕　　　 
学校や生涯教育のために 

5億6246万円 

　〔衛生費〕 
町の衛生 

　　などのために 
8億5782万円 

 114 3643 64 5200 49 8443

3月議会 

過去最大級予算　！！過去最大級予算　！！ 使い道は！

〔民生費〕 
福祉などの 
充実のために 

　　11億6657万円 

〔その他〕 
3億190万円 

〔地方消費交付金〕 
　　1億4000万円 

〔国庫支出金〕 
　国からの補助金 
　5億8690万円 

〔県支出金〕 
県からの補助金 
　3億3595万円 

〔町債〕 
　町の借金 
　7億3020万円 

〔諸収入ほか〕 
　2億8028万円 

〔その他〕 
1358万円 

　〔農林水産業費・ 
　　　　商工費・労働費〕 
　町の産業振興のために 

　5億1320万円 

〔公債費〕 
町の借金返済 
5億8668万円 

〔教育費〕　　　 
学校や生涯教育のために 

5億6246万円 

 114 3643 64 5200 49 8443

3月議会 

過去最大級予算　！！過去最大級予算　！！ 使い道は！

〔民生費〕 
福祉などの 
充実のために 

　　11億6657万円 

〔その他〕 
3億190万円 

〔地方消費交付金〕 
　　1億4000万円 

〔国庫支出金〕 
　国からの補助金 
　5億8690万円 

〔県支出金〕 
県からの補助金 
　3億3595万円 

〔町債〕 
　町の借金 
　7億3020万円 

〔諸収入ほか〕 
　2億8028万円 

〔その他〕 
1358万円 

　〔農林水産業費・ 
　　　　商工費・労働費〕 
　町の産業振興のために 

　5億1320万円 

〔公債費〕 
町の借金返済 
5億8668万円 

〔教育費〕　　　 
学校や生涯教育のために 

5億6246万円 

 114 3643 ■ 一般会計 64億5200万円　■ 特別会計 49億8443万円 

3月議会 

４５の議案を慎重に審議し、原案どおり可決しました。 
なり、前年度当初予算対比で９.６％の増となりました。 
しました。 

過去最大級予算　！！過去最大級予算　！！ 使い道は！

を全会一致で可決  

〔民生費〕 
福祉などの 
充実のために 

　　11億6657万円 

平成28年度 

入る予定のお金 
〔一般会計歳入〕 

64億5200万円 

〔町税〕 
　みなさんからの税金 
　6億9569万円 

〔その他〕〔その他〕 
3億190万円万円 
〔その他〕 
3億190万円 

〔地方消費交付金〕〔地方消費交付金〕 
　　　　1億4000万円万円 
〔地方消費交付金〕 
　　1億4000万円 

〔国庫支出金〕〔国庫支出金〕 
　国からの補助金　国からの補助金 
　5億8690万円万円 

〔国庫支出金〕 
　国からの補助金 
　5億8690万円 

〔県支出金〕〔県支出金〕 
県からの補助金県からの補助金 
　3億3595万円万円 

〔県支出金〕 
県からの補助金 
　3億3595万円 

〔町債〕〔町債〕 
　町の借金　町の借金 
　7億3020万円万円 

〔町債〕 
　町の借金 
　7億3020万円 

〔地方交付税〕 
　国の税金から配分されたお金 

　25億6500万円 

〔諸収入ほか〕〔諸収入ほか〕 
　2億8028万円万円 
〔諸収入ほか〕 
　2億8028万円 

〔繰越金・　 
　　 繰入金〕 
  8億        

       1608万円 

〔町民税　　　2億4920万円〕 
〔固定資産税　3億5369万円〕 
〔軽自動車税　　 2890万円〕 
〔町たばこ税　　 5420万円〕 
〔入湯税　　　　　970万円〕 

〔その他〕 
1358万円 

　〔農林水産業費・ 
　　　　商工費・労働費〕 
　町の産業振興のために 

　5億1320万円 

〔公債費〕 
町の借金返済 
5億8668万円 

〔教育費〕　　　 
学校や生涯教育のために 

5億6246万円 

依存財源　74.5％ 

自主   
  財源 

         25.5 
             ％ 
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1 億 9409 万円簡易水道事業12億 7000 万円国民健康保険事業

1009 万円瀬見温泉管理事業1 億 円後期高齢者医療事業

2013 万円農業集落排水事業12億 1000 万円介護保険事業

1億 9011 万円下水道事業13億 7574 万円最上病院事業

1億 1803 万円浄化槽事業3億 4758 万円介護老人保健施設事業

1億 4866 万円水道事業



新年度主な事業 新年度主な事業 新年度主な事業 
「
調
和
と
結
集
」 

森林・林業再生基盤づくり交付金事業　7747万円 
木質バイオマス利用促進施設の整備事業。また、特用林産物生産施

設等の整備として菌床シイタケの菌床ブロックの生産に支援します。 

瀬見温泉共同浴場周辺整備事業　4264万円 
既存の共同浴場を解体し、新しく出来る共同浴場の利用促進を図

るため駐車場整備に取り組みます。 

旧満沢小学校改修工事事業　1310万円 

地域の活性化、６次産業化の拠点として施設の整備、備品

の購入を行います。 

圧雪車購入事業　3800万円 

赤倉温泉スキー場のゲレンデ整備のために購入します。 

除雪車購入事業　4708万円 

冬期間の安全で快適な道路環境を確保するために

購入します。 

農地多面的機能支払交付金事業　6464万円 
農地や農道、水路などの施設を保全管理していく組織に対し、５年間

にわたり活動を支援するものです。最上町では、31組織が活動してい

ます。 

5 議会だより 3月定例議会

新年度主な事業 新年度主な事業 
「
調
和
と
結
集
」 

新年度主な事業 新年度主な事業 
「
調
和
と
結
集
」 

新年度主な事業 新年度主な事業 
「
調
和
と
結
集

「
調
和
と
結
集
」 
「
調
和
と
結
集
」
に
難
問
・
課
題
も 

子育て支援　4億2800万円 
３歳児以上の保育料無料化や中学校３年生まで

の医療費の全額助成など様々な子育て支援を行

い「子育て・子育ち日本一の郷づくり」を目指

します。 

富沢線道路消雪整備事業　4470万円 

冬期間の克雪対策として、流雪溝を整備することで道路幅員

を確保し、冬期交通の安全を図ります。 

冬期間の克雪対策として、流雪溝を整備することで道

路幅員を確保し、冬期交通の安全を図ります。 

若者定住促進住宅取得支援補助　3200万円 
移住世帯・若者世帯が住宅取得の際に支援します。 

LED防犯灯導入推進事業　300万円 
防犯灯の蛍光管をLEDへ交換促進するため町が設備

リースを行います。 

法田下鵜杉線流雪溝整備事業　700万円 

若者定住環境モデルタウン整備事業　2億5433万円 
再生可能エネルギーを活用し、雪国における若者

の移住定住を促進するための先進的な住環境の創

出を目指しています。 

議会だより 3月定例議会 4



正
な
財
政
規
模
と
な
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ

せ
ん
し
ん
館
を
指
定
管

理
さ
れ
て
い
る
民
間
企
業
が

あ
と
一
年
で
撤
退
さ
れ
る
そ

う
で
す
が
今
後
の
対
応
は
？

Ａ

平
成

年
度
か
ら
、
指

２８

定
管
理
方
式
か
ら
町
直
営
方

式
に
切
り
替
え
、
光
熱
水
費

や
機
器
類
の
委
託
費
が
計
上

さ
れ
支
出
増
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
施
設
の
老
朽
化
に
配

慮
し
平
成

年
度
中
に
方
向

２８

性
を
見
出
し
て
参
り
ま
す
。

7 議会だより 3月定例議会

Ｑ

年
後
の
見
通
し
に
つ

１０

い
て
、
現
在
の
時
点
で
の
優

先
順
位
の
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ

急
速
に
高
齢
化
が
進
む

中
、
第
４
次
総
合
計
画
に
基

づ
い
て
過
疎
計
画
と
連
動
し

て
町
民
の
幸
福
の
た
め
、
選

択
と
集
中
重
視
し
た
計
画
に

な
り
ま
し
た
。

Ｑ

病
院
の
医
師
の
確
保

等
も
計
画
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ

医
師
の
確
保
も
重
要

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
５

年
間
で

名
の
看
護
師
の

１５

退
職
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

看
護
師
不
足
に
な
ら
な
い

よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

Ｑ

指
定
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
辺
地
の
定
義
は
。

Ａ

面
積
や
人
口
に
応
じ

て
決
ま
り
ま
す
。
町
内
で

は

箇
所
が
該
当
し
ま
す
。

１０
Ｑ

圧
雪
車
を
購
入
し
た

場
合
、
古
い
も
の
は
？

Ａ

全
国
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
の
際
に
は
古
い
車
両

も
入
れ
た
３
台
で
対
応
し
、

大
会
終
了
後
は
２
台
で
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

前
年
対
比

％
増
の

9.6

６４

億
５
千

万
円
の
一
般
会
計

２００

予
算
で
あ
り
、
前
年
並
み
の

補
正
を
見
込
め
ば

億
円
を

７０

超
え
る
大
型
予
算
に
な
る
が

今
年
度
の
見
通
し
は
、
財
政

調
整
基
金
の
額
に
不
安
は
な

い
の
か
。

Ａ

精
査
し
ま
し
た
の
で
、

大
型
補
正
は
出
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
基
金
に
対
し

て
７
億
円
に
積
増
し
ま
す
が
、

基
金
に
頼
ら
な
い
行
政
運
営

を
執
行
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ

こ
れ
か
ら
公
共
施
設
の

維
持
管
理
に
大
き
な
ウ
エ
イ

　

「
調
和
と
結
集
�
元
気
な
地
域
の
創
成
と
未
来
に
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢
に
、
平
成　
２８

年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、　

億
５
千　

万
円
と
、
近
年
に
な
い
大
型
予
算
に
白
熱
し
た
審
議
が

６４

２００

な
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
質
疑
も
、
町
民
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

行
政
運
営
に
当
た
り
、
町
民
と
行
政
と
の
協
働
の
あ
り
方
、
地
域
に
根
差
し
た
産
業
の
育
成
な

ど
、
ど
れ
も
す
ぐ
に
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
５
年
後
、　

年
１０

後
の
こ
の
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
た
中
で
、
次
の
時
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
つ
な
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
括
質
疑
を
合
わ
せ
２
０
２
４
回
の
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。
審
議

の
結
果　

案
件
い
ず
れ
も
委
員
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

１２

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
予
算
特
別
委
員
長　

大
沼　

正
視
）

ト
を
占
め
て
い
く
も
の
と
考

え
ま
す
。

を
超
え
る
施
設

１００

を
維
持
管
理
し
て
い
く
に
は
、

基
金
を
設
け
て
進
め
て
い
く

方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ

調
査
・
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

Ｑ

予
算
を
見
る
と
義
務
的

経
費
が
全
体
の
６
割
近
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
行

く
と
財
政
危
機
に
陥
る
の
で

は
な
い
か
？

Ａ

公
共
施
設
等
の
大
規
模

改
修
等
の
維
持
管
理
費
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
行
財
政

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
適

歳　

入

歳　

出

総

務

費

�
最
上
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

�
赤
倉
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

平成 28年度 一般会計予算質疑

せんしん館（赤倉地区）せんしん館（赤倉地区）
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伴
っ
て
、
申
請
書
に
は
「
住

所
及
び
個
人
番
号
」
と
個
人

を
識
別
す
る
為
に
、
顔
写
真

入
り
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
一

枚
を
提
示
す
れ
ば
、
改
め
て

免
許
証
を
提
示
し
な
く
て
も

よ
く
な
り
ま
す
。

Ｑ

民
間
事
業
者
に
経
営
で

の
影
響
は
な
い
の
か
？

Ａ

地
域
密
着
型
以
外
の
通

所
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
も
あ
り
、

認
知
症
の
度
合
い
や
経
済
的

な
こ
と
を
加
味
し
て
相
談
し

て
も
ら
い
た
い
。
現
在
、
定

員
が
一
杯
で
入
れ
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

合
併
浄
化
槽
も
含
め
水

洗
化
率
の
今
後
の
進
捗
率
は
。

Ｑ

審
査
会
の
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ

内
容
と
し
て
は
、
町
側

か
ら
５
名
、
専
門
知
識
を

持
っ
た
者
が
２
名
で
、
審
査

会
の
組
織
は
ま
だ
で
す
。

Ｑ

行
政
不
服
審
査
な
の
で

町
長
が
指
名
す
る
方
法
は
い

か
が
か
。

Ａ

公
平
な
審
査
に
な
る
よ

う
に
上
位
法
に
従
っ
て
進
め

て
参
り
ま
す
。

Ｑ

介
護
認
定
申
請
書
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

が
な
ぜ
必
要
か
？

Ａ

国
の
法
律
の
施
行
に

Ａ

本
条
例
の
廃
止
時
期
を

３
月

日
と
し
て
お
り
ま
す

３１

の
で
、
同
日
付
の
専
決
処
分

を
も
っ
て
補
正
予
算
を
組
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
金
と
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ

こ
の
給
食
物
資
購
入
基

金
の
残
額
は
、
現
在
ど
の
位

あ
る
の
か
。

Ａ

現
在

万
円
あ
り
ま
す
。

２００

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て

て
い
ま
す
。

Ａ

１
千
戸
が
未
整
備
と

な
っ
て
お
り

％
で
、
県
内

５６.５

下
か
ら
３
番
目
に
低
い
水
洗

化
率
で
あ
り
、

人
槽
も
含

１０

め
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

Ｑ

今
後
、
分
譲
地
の
土
地

問
題
や
新
た
に
土
地
を
求
め

る
時
に
は
大
丈
夫
な
の
か
。

ま
た
、
残
金
は
い
く
ら
か
。

Ａ

こ
れ
ま
で
政
策
的
な
目

的
に
よ
り
、
土
地
の
先
行
取

得
に
む
け
た
財
源
と
す
る
た

め
に
基
金
を
創
設
し
活
用
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
大

規
模
な
開
発
行
為
が
見
込
ま

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
廃
止
す

る
も
の
で
す
。
残
金
は
５
千

万

円
で
す
。

１１６

４８６

Ｑ

一
般
会
計
へ
の
繰
入
の

仕
方
と
時
期
及
び
補
正
予
算

等
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

�
個
人
情
報
・
保
護
条

例
の
改
正
に
つ
い
て

�
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
条
例
の
改
正

に
つ
い
て

▲設置増が求められる浄化槽整備

町の明日のために 

平成28年3月議会 

�
介
護
保
険
条
例
の
改

正
に
つ
い
て

�
浄
化
槽
整
備
事
業
条

例
の
改
正
に
つ
い
て

�
土
地
開
発
基
金
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

�
給
食
物
資
購
入
基
金

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

主な質疑の中から抜粋
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Ｑ

少
子
化
の
小
学
校
教
育

環
境
の
動
向
に
つ
い
て
の
考

え
は
？

Ａ

町
外
で
は
、
小
中
一
貫

校
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。
町

内
で
は
４
つ
の
複
式
小
学
校

を
ど
う
す
る
か
が
課
題
で
、

年
先
、

年
先
を
見
据
え

１０

２０

た
協
議
・
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ

学
力
向
上
に
つ
い
て
の

考
え
は
？

Ａ

県
と
比
べ
る
と
小
学
校

は
国
語
が
上
位
の
レ
ベ
ル
、

Ｑ

企
業
に
貸
し
て
い
る
町

有
地
の
借
地
料
の
見
直
し
が

必
要
で
は
？

Ａ

町
内
で
は
３
カ
所
を
貸

し
て
い
ま
す
。
雇
用
の
支
援

も
含
め
、
来
年
度
中
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

旧
満
沢
小
学
校
改
修
工

事
は
大
き
な
投
資
の
新
規
事

業
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
？

Ａ

地
域
の
方
で
運
営
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
や

町
内
の
生
産
者

が
利
用
す
る
事

が
で
き
る
食
品

加
工
施
設
に
改

修
し
な
が
ら
地

域
の
活
性
化
、

６
次
産
業
化
の

拠
点
と
し
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

旧
瀬
見
温

泉
共
同
浴
場
を

解
体
す
る
の
に

委
託
料
が
か
か

る
の
か
？

Ａ

駐
車
場
の
舗
装
工
事
に

伴
う
設
計
分
と
な
り
ま
す
。

春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
い

ま
す
。
駐
車
場
の
整
備
は
、

８
月
末
頃
を
目
途
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ

ふ
れ
あ
い
陶
芸
出
前
講

座
の
内
容
は
？

Ａ

吉
田
先
生
に
よ
る
陶
芸

教
室
を
町
内
の
サ
ロ
ン
活
動

や
学
校
に
出
向
き
、
福
祉
や

文
化
創
造
を
目
的
に
活
動
し

て
い
く
も
の
で
す
。

Ｑ

生
活
道
路
整
備
事
業
の

現
在
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

Ａ

平
成

年
度
は
６
件
を

２８

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
現
在

件
の
要
望
が
あ
り
、
現
地

１０調
査
を
し
な
が
ら
次
年
度
以

降
に
要
望
順
に
整
備
し
て
参

り
ま
す
。

Ｑ

愛
宕
山
駅
前
線
道
路
改

良
の
具
体
的
な
場
所
と
内
容

は
。

Ａ

役
場
南
側
の
道
幅
が
狭

く
な
っ
て
い
る
区
間
の
視
距

改
良
の
た
め
に
道
路
の
拡
幅

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｑ

広
域
消
防
負
担
金
が
増

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

Ａ

人
件
費
増
と
西
支
署
の

改
築
、
高
性
能
救
急
車
購
入

等
の
事
業
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。 消

防

費

土

木

費

教

育

費

中
学
校
は
、
数
学
の
落
ち
こ

み
が
見
ら
れ
ま
す
。
全
体
で

は
算
数
と
数
学
が
課
題
で
、

指
導
員
を
配
置
し
て
学
力
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
定
例
会
の
中
で
、
町

執
行
部
の
説
明
不
足
が
多
す

ぎ
た
の
で
は
。

Ａ

執
行
部
側
か
ら
の
説
明

不
足
は
否
め
ま
せ
ん
。
今
後
、

重
要
施
策
や
事
業
等
の
事
前

説
明
を
十
分
に
行
い
、
よ
り

よ
い
審
議
の
た
め
の
一
助
と

な
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

▲ 完成間近の瀬見共同浴場

�

総　

括

▲ 大堀保育所 入所式
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づ
く
り
交
付
金
の
内
容

は
。

Ａ

こ
の
事
業
は
、
シ

イ
タ
ケ
生
産
農
家
３
名

が
法
人
を
設
立
し
、
年

間

万
個
の
菌
床
を
製

１０
造
す
る
計
画
で
す
。
こ

の
事
業
に
よ
り
高
品
質

化
を
図
り
所
得
の
向
上

を
目
指
す
も
の
で
す
。

Ｑ

草
地
更
新
事
業
は
、

後
何
年
く
ら
い
続
く
の

か
。

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
支
援
業

務
委
託
料
を
ど
こ
に
委
託
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
る

の
か
。

Ａ

町
直
営
か
ら
産
業
振
興

の
担
い
手
で
あ
る
、
も
が
み

物
産
協
会
へ
の
委
託
を
柱
に

し
、
民
間
企
業
と
の
連
携
共

同
を
「
ふ
る
さ
と
納
税
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
と
い
う
体
制

構
築
の
も
と
開
発
も
含
め
努

力
し
ま
す
。

Ｑ

若
者
定
住
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
の
入
居
条
件
が
示
さ
れ
、

条
件
か
ら
外
れ
た
場
合
に
若

者
定
住
の
意
義
が
失
わ
れ
な

い
の
か
。

Ａ

少
子
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
べ
く
若
者
を
支
援
し
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
来
た
「
環

境
配
慮
型
社
会
」
を
目
指
し

ま
す
。

Ｑ

寝
た
き
り
老

人
介
護
激
励
金
の

状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ

平
成

年
ま

２６

で
年
２
万
円
、
平

成

年
に
は
年
４

２７
万
円
、
平
成

年
２８

で
は
年
６
万
円
と
、

在
宅
で
の
介
護
を

町
と
し
て
も
積
極

的
に
支
援
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は

人
を

４５

見
込
ん
で
お
り
ま

す
。

Ｑ

保
育
料
の
無
料
化
に

な
っ
て
児
童
数
の
推
移
は
。

Ａ

未
満
児
が

名
で

名

４４

１１

の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

健
康
か
る
て
シ
ス
テ
ム

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
追
加
作

業
委
託
料
で
、
な
ぜ
追
加
作

業
が
必
要
に
な
っ
た
の
か
？

Ａ

予
防
接
種
検
診
等
の
シ

ス
テ
ム
で
一
元
管
理
を
し
て

い
ま
す
が
、
乳
幼
児
の
転
出

等
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

情
報
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
追
加
作
業
が
必
要
と
な
っ

た
た
め
で
す
。

Ｑ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
も

が
み
分
担
金
の
算
出
方
法

は
？

Ａ

処
理
量
割
、
人
口
割
の

２
タ
イ
プ
の
計
算
方
式
か
ら

分
担
金
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

Ｑ

森
林
・
林
業
再
生
基
盤

民

生

費

衛

生

費

農

林

費

Ａ

今
後
４
年
間
を
目
途
に

完
了
し
、
そ
の
後
放
牧
地
へ

と
面
積
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
為
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の
確

保
と
県
の
協
力
の
も
と
に
よ

り
早
く
完
了
を
目
指
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

多
面
的
機
能
支
払
い
交

付
金
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ

長
寿
命
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
７
つ
の
組
織
が
新
た

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
農

地
維
持
支
払
い
事
業
の
遊
休

農
地
防
止
活
動
に
つ
い
て
は
、

そ
の
維
持
に
苦
慮
し
て
い
る

事
か
ら
、
個
別
的
対
応
に
各

組
織
と
の
調
整
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

Ｑ

西
公
園
維
持
修
繕
費
と

衛
生
施
設
設
計
の
内
容
は
？

Ａ

施
設
維
持
修
繕
費
に
関

し
て
は
、
体
育
館
の
水
道
の

部
分
、
衛
生
施
設
設
計
に
関

し
て
は
、
多
目
的
広
場
の
ト

イ
レ
の
整
備
に
な
り
ま
す
。

商

工

費

西公園施設体育館（大堀）

健康で元気に生活するために健康で元気に生活するために
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職員の人材育成と職場環境づくりについて
　　　　 「経営感覚を持ち自ら学び考え行動する職員」を目標に
 町長答弁 
　　　　人事評価などの人材育成プログラムに取り組む

こ
の
こ
と
は
、
日
々
の
業

務
に
臨
む
基
本
的
な
姿
勢

と
同
じ
で
す
。「
今
、
行
っ

て
い
る
仕
事
の
最
終
目
的

と
目
標
は
何
か
？
」
と
い

う
根
本
的
な
意
識
が
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
気
づ
き
を

す
べ
て
の
職
員
に
も
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
昨
年
度

に
は
全
職
員
を
対
象
に
し

た
「
職
員
意
識
調
査
」
を

行
い
研
修
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
　
　
　

理
想
と
す
る
職

　
　
　

員
像
の
中
で
、

「
経
営
感
覚
を
持
つ
」
と

言
う
こ
と
で
す
が
職
場
の

整
理
整
頓
を
今
以
上
に
行

う
こ
と
で
、
書
類
や
資
料

を
探
す
時
間
の
無
駄
や
場

所
の
無
駄
、
必
要
の
な
い

も
の
を
購
入
し
て
し
ま
う

お
金
の
無
駄
を
減
ら
す
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？　
　
　

　
　
　
　

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、

　
　
　

資
料
整
理
な
ど
整

理
整
頓
が
大
事
だ
と
い
う

事
を
意
識
し
、
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

働
き
や
す
い
職

　
　
　

場
環
境
に
つ
い
て
、

職
員
同
士
の
交
流
す
る
場

の
創
出
に
つ
い
て
の
考
え
、

ま
た
職
場
に
音
楽
を
流
す

こ
と
に
よ
り
、
集
中

力
の
向
上
や
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
、
仕
事
の

生
産
性
も
上
が
る
と

い
う
こ
と
も
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、

音
楽
を
効
果
的
に
取

り
入
れ
た
職
場
づ
く

り
に
つ
い
て
の
見
解

は
？

　
　
　
　

職
員
同
士

　
　
　

の
交
流
す
る

場
に
つ
い
て
は
、
最

上
８
市
町
村
で
連
携

宮本　　浩 議員

　
　
　
　

第
２
次
人
材
育

　
　
　

成
基
本
方
針
を
元

に
、
職
員
力
の
向
上
に
取

り
組
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
素
晴
ら
し
い
内

容
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

「
何
の
た
め
に
？
」「
な
ぜ

こ
れ
が
必
要
な
の
か
？
」

と
職
員
が
研
修
の
意
味
を

理
解
し
な
い
ま
ま
で
は
意

味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？

　
　
　
　

立
派
な
育
成
プ

　
　
　

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ

て
も
職
員
自
ら
が
自
己
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
課
題
意

識
の
な
い
ま
ま
研
修
等
に

参
加
し
て
い
た
の
で
は
、

そ
の
結
果
は
半
減
し
ま
す
。

問

を
取
り
な
が
ら
職
員
同
士

の
交
流
や
職
場
外
研
修
、

職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
る
気
づ
き
提

言
を
町
の
政
策
に
採
用
し

て
行
く
取
り
組
み
も
考
え

て
い
ま
す
。
音
楽
が
も
た

ら
す
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
関
し
て
は
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
弁

答
弁

問

▲ 来庁者に対応する町職員

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう町政を問う 5 議員が一般質問

　一般質問は、行政全般にわたる議員主導による政策議論であり、大所高所からの政策を建設的立場で議
論し、効率的な会議運営が必要なことを十分理解し簡明で、しかも内容のある質問を展開するものです。

ここは 

　    どう
する？ 

答
弁 問
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Ｑ

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
減
額
内
容
、
介
護
度

数
の
一
番
多
い
順
は
。

Ａ

介
護
報
酬
の
改
定
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
単
価
が
減
額
、

見
込
み
よ
り
加
算
が
少
な

か
っ
た
た
め
で
す
。
ま
た
要

介
護
１
が

％
、
２
が

％
、

７１

８９

３
が

％
と
な
っ
て
お
り
ま

４９

す
。

Ｑ

特
定
入
居
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費

万
円
の
内
容
は
。

３００

Ａ

施
設
利
用
等
の
低
所
得

者
の
食
事
負
担
等
の
減
免
分

が
増
え
た
た
め
で
す
。

Ｑ

堺
田
水
源
の
現
状
と
今

後
は
？

Ａ

今
試
験
ボ
ー
リ
ン
グ
の

結
果
、
毎
分

�
の
水
が
出

２００

る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

後
、
水
質
等
の
検
査
を
し
て

参
り
ま
す

Ｑ

県
立
新
庄
病
院
と
の
連

携
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ

現
在
カ
ル
テ
情
報
の
片

方
向
の
連
携
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
相
互
方
向
の
連
携
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

急
患
の
搬
送
、
患
者
紹
介
、

逆
紹
介
、
ガ
ン
患
者
の
ク
リ

ニ
カ
ル
パ
ス
な
ど
で
連
携
し

て
参
り
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
病
院
経
営
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
は
。

Ａ

病
院
の
役
割
を
再
度
確

認
し
、
人
事
体
制
の
見
直
し
、

職
員
・
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
信
頼
な
く
し
て
健

康
と
町
づ
く
り
は
出
来
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

及
び
内
訳
等
は
。

Ａ

平
成

年
度
寄
付
予
想

２７

額
は
３
億
２
千

万
円
、
そ

５００

の
内
、
返
礼
品
１
億
８
千
万

円
、
送
料
費
３
千

万
円
、

７００

最
上
物
産
協
会
手
数
料
１
千

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
残

５００金
は
９
千

万
円
、
全
体
の

３００

％
が
町
で
利
用
で
き
る
金

３０額
で
す
。

Ｑ

ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
運

営
費
の
中
で
、
施
設
燃
料
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
供
給
で

施
設
全
体
を
賄
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
。

Ａ

プ
ラ
ザ
内
で
い
き
い
き

ハ
ウ
ス
や
、
民
間
施
設
の
紅

梅
荘
を
除
く
と
重
油
等
を
併

用
し
な
が
ら
熱
を
得
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
各
施
設
の
経
費
に
燃
料

代
が
表
れ
て
く
る
も
の
で
す
。

Ｑ

町
直
営
の
学
童
保
育
は

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
も
が
み
に
委

託
す
る
が
、
ど
う
変
わ
る
の

か
？

Ａ

今
ま
で
の
指
導
員
に
は

継
続
し
て
も
ら
い
、
人
員
的

に
余
裕
も
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
長
期
休
暇
期
間

の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

富
沢
小
学
校
の
屋
内
運

動
場
監
理
委
託
料
と
は
？

Ａ

工
事
に
入
る
に
あ
た
り

子
供
達
の
安
全
対
策
、
調
整

と
い
う
こ
と
で
専
門
家
に
監

理
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

最
上
病
院
事
業
費

総

務

費

教

育

費

Ｑ

里
山
再
生
ふ
る
さ
と
事

業
の
内
訳
は
。

Ａ

１
億
総
括
躍
社
会
に
向

け
た

％
国
か
ら
の
交
付
金

１００

で
す
。
満
沢
小
の
２
階
を
改

装
し
、
講
師
を
招
聘
し
て
ふ

る
さ
と
塾
を
設
立
す
る
。
ま

た
、
情
報
発
信
映
像
を
作
製

し
活
性
化
を
目
的
と
し
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

▲ ふるさと塾設立旧満沢小

特
別
会
計
予
算

平
成　

年
度

２７

一
般
会
計
補
正
予
算

牛肉 
　56％ 

その他 
20％ 

米 
　　24％ 

希望される返礼品の割合 
衛

生

費

介
護
保
健
事
業

臨
時
議
会

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

２
千
万
円
補
正

3月 28日
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　5 議員が町政を問う　　 一般質問

　

ふるさと納税による町の活性化は？

　　　　　　　  町長答弁 経済や事業に大きな役割を果たしている

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に

　
　
　

よ
る
「
寄
附
金
」
が

町
の
成
長
産
業
の
土
台
に

な
っ
て
お
り
、
経
済
や
事
業

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
膨
大
な
「
寄
附
金
」

の
受
け
入
れ
体
制
を
見
た
時

に
、
職
員
だ
け
で
は
対
応
し

き
れ
て
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

「
寄
附
金
」
の
活
用
を
、
今

後
ど
こ
に
重
点
を
置
い
て
町

の
活
性
化
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制

　
　
　

度
は
、
平
成　

年
度

２０

に
「
ふ
る
さ
と
も
が
み
応
援

基
金
」
を
創
設
し
、
そ
の
基

金
設
立
及
び
活
用
は
、「
教

育
・
子
育
て
の
振
興
」「
健
康

と
福
祉
を
支
え
る
構
想
」「
地

場
産
業
の
振
興
と
交
流
人
口

の
拡
大
」「
循
環
型
社
会
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
」
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
対
策
に
対
し
て
寄

附
金
の
実
績
は
、
平
成　

年
２６

度
に
は
件
数
が
２
万
件
を
超

え
、
金
額
は
２
億
４
千
万
円

の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
ま
だ
３
月
を
残

す
中
、
寄
附
件
数
が
２
万
６

千
件
を
超
え
、
金
額
も
３
億

２
千
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
寄
附
額
が

３
億
円
を
超
え
る
状
況
に

あ
っ
て
は
、
日
々
の
受
け
付

け
や
お
礼
品
の
発
送
に
忙
殺

さ
れ
、
寄
附
を
下
さ
る
方
々

に
お
礼
品
の
お
届
け
の
遅
れ

等
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
町
は
「
ふ
る
さ
と
納

税
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
結

成
し
な
が
ら
、
町
が
責
任
を

持
っ
て
そ
の
基
軸
と
な
り
な

が
ら
も
、
も
が
み
物
産
協
会

を
中
心
と
す
る
民
間
組
織
と

の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

「
寄
附
」
を
行
っ
て
下
さ
る

方
々
に
、
単
に
お
礼
品
を
お

返
し
す
る
の
で

は
な
く
、
特
産

品
が
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ
、

ど
の
よ
う
な
環

境
で
育
て
ら
れ

て
来
た
か
を
丁

寧
に
お
伝
え
し
、

本
町
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
今

後
に
つ
な
が
る

大
切
な
視
点
と

捉
え
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と

問

尾形　勝雄議員

納
税
」
の
進
展
は
、
農
観
商

工
連
携
を
益
々
必
要
と
し
、

町
の
産
業
全
体
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
重
要
な
鍵
を
握
っ

て
い
ま
す
の
で
、
組
織
と
連

携
を
密
に
し
、
雇
用
の
拡
大
、

地
域
活
性
化
に
ま
で
視
野
を

広
げ
な
が
ら
対
策
を
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

▲ ふるさと納税パンフレット

答
弁
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機構改革への考えは

 町長答弁 「大部屋制」から「チーム制」や「グループ制」へ

　　　　　　一般質問については、全質問者の原稿通りに記載しております

　
　
　
　

平
成　

年
度
の
事

２７

　
　
　

務
事
業
の
経
過
と
、

機
構
改
革
へ
の
考
え
と
事
務

事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

予
算
額
の
規
模
と

　
　
　

事
務
事
業
の
量
は
互

い
に
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

概
ね
比
例
関
係
に
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
予
算
と
職
員
を

も
っ
て
最
良
の
施
設
や
事
業

を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
手

段
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら

「
事
務
事
業
評
価
制
度
」
を

導
入
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
基
づ
く
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
最
上
町
総
合
計

画
前
期
実
施
計
画
」
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
平
成　

年
度
に

２６

お
け
る　

の
事
務
事
業
を
対

１２９

象
に
行
い
ま
し
た
。「
継
続

の
必
要
あ
り
」
が　

事
業
、

３５

「
見
直
し
の
必
要
あ
り
」
が

　

事
業
、「
縮
小
ま
た
は
統

８６合
化
の
必
要
あ
り
」
が
８
事

業
、「
廃
止
す
べ
き
」
が
０
と

い
う
評
価
結
果
と
な
り
、
抜

本
的
な
改
革
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
私
自
身
が
総
合

的
な
見
地
か
ら
構
造
的
な
縮

減
化
を
考
え
て
い
ま
す
。
機

構
改
革
に
向
け
た
基
本
的
な

考
え
は
、
本
町
の
行
政
組
織

機
構
に
つ
い
て
は
「
大
部
屋

制
」
に
よ
る
改
編
を
原
型
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
課
名
の

変
更
や
統
廃
合
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
現
行
の
係
制
度

か
ら
実
効
性
の
高
い
「
チ
ー

ム
制
」
や
「
グ
ル
ー
プ
制
」

の
導
入
へ
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　

最
上
病
院
の
今
後

　
　
　

の
経
営
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

一
般
会

　
　
　

計
か
ら
の

繰
出
金
は
、
昨
年

度
は
４
億
５
千
万

円
を
超
え
、
今
年

度
も
ほ
ぼ
同
程
度

の
繰
出
金
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、

一
口
で
「
病
院
経

営
の
健
全
化
」
と

申
し
ま
し
て
も
、

収
入
と
支
出
の
数

字
合
わ
せ
だ
け
で

完
結
す
る
も
の
で

は
な
く
、
今
後
の

社
会
情
勢
や
町
民
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
見
据
え
、

当
病
院
と
し
て
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
的
確
に
掌
握
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一

方
、
国
の
医
療
政
策
は
、
在

宅
医
療
、
在
宅
介
護
へ
と
大

き
く
シ
フ
ト
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
職
員
の
増
員
や
設

備
、
機
器
等
の
設
備
投
資
を

せ
ず
に
導
入
で
き
る
「
訪
問

問

渡邉　英俊 議員

答
弁

問

▲ 外来診療の様子（最上町立病院）

答
弁

リ
ハ
ビ
リ
」
の
可
能
性
に
着

目
し
て
お
り
ま
す
。
訪
問
診

療
、
訪
問
介
護
と
連
携
し
町

民
の
在
宅
医
療
や
在
宅
介
護

の
支
援
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
当
病
院
の
自
助
努
力

を
含
め
、
安
心
・
安
全
な
医

療
の
確
保
、
そ
し
て
「
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
標
に
全
力
投
球
で

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
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農政新時代の転換期にどう立ち向かうのか

　　　　　    町長答弁 特色ある本町農業の発展を目指していく

　
　
　
　

日
本
の
農
業
を
一

　
　
　

律
に
論
ず
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
・
県

に
依
存
す
べ
き
こ
と
は
依
存

し
、
町
独
自
の
「
攻
め
の
農

業
」
を
打
ち
出
し
「
強
い
農

業
」
と
、「
安
定
経
営
」
の
確

立
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
�
生
き

抜
く
力
を
養
う
担
い
手
支
援
。

�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立

と
支
援
。
�
農
地
中
間
管
理

機
構
へ
の
支
援
。
�
新
規
就

農
者
「
田
園
回
帰
」
の
確
保

と
支
援
。
�
農
業
生
産
法
人

と
人
材
派
遣
業
の
設
立
と
支

援
。
�
高
品
質
の
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
へ
の
支
援
。
�
畜

産
・
酪
農
の
収
益
力
強
化
支

援
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
目
指

す
は
「
脱
・
上
意
下
達
」
で
「
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
農
業
」
か
ら
「
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
農
業
」
へ
。
首

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。　

　
　
　
　

国
や
県
の
「
攻
め

　
　
　

の
農
林
水
産
業
政

策
」
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て

の
「
農
政
新
時
代
」
の
政
策

に
沿
い
つ
つ
、
町
と
し
て
そ

の
政
策
を
具
現
化
し
、
か
つ
、

そ
の
上
を
行
く
町
独
自
の
攻

め
の
農
業
政
策
を
打
ち
出
し
、

農
業
所
得
の
向
上
と
関
連
産

業
の
発
展
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ご
指

摘
の
通
り
、
農
業
の
担
い
手

の
発
掘
と
育
成
支
援
、
新
規

就
農
者
の
確
保
と
支
援
、
農

地
集
積
や
集
落
営
農
と
い
っ

た
農
業
の
組
織
化
に
よ
る
新

た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
構

築
、
園
芸
作
物
の
更
な
る
生

産
力
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
、
畜

産
経
営
基
盤
の
強
化
と
い
っ

た
こ
と
を
継
続
・
強
化
し
進

め
て
参
り
ま
す
。
地
域
や
農

業
組
織
で
今
後
の
農
業
を
考

え
、
進
め
て
い
く
と
い
っ
た

基
本
的
な
考
へ
の
転
換
が
、

本
町
の
農
政
新
時
代
と
い
う

転
換
期
の
始
ま
り
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
本
町
の
課
題
と

答
弁

問

佐澤　　浩 議員

課
題
解
決
の
方
策
を
町
民
や

農
業
者
の
方
々
が
共
通
の
も

の
と
認
識
し
、
い
ま
行
っ
て

い
る
様
々
な
施
策
や
事
業
が

ど
の
位
置
に
あ
る
か
を
確
認

し
な
が
ら
事
業
展
開
を
図
り
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
特
色
あ
る

本
町
農
業
の
発
展
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

▲ 放　牧　牛　（前森高原）

　

議会だより 3月定例議会 14

特に流雪溝整備は実施すべき重要事業�

 町長答弁 専門知識と技術を持った職員育成と確保が急務

　　　　　　一般質問　　最上の町づくりに熱き提言

　
　
　
　

平
成　

年
度
９
月

２７

　
　
　

定
例
議
会
で
の
一
般

質
問
で
、
流
雪
溝
の
一
日
も

早
い
実
現
に
向
け
て
進
め
る

べ
き
で
は
と
の
問
い
に
「
流

雪
溝
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
集
落
と
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
。」
と
答
弁
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

　
　
　
　

安
全
で
安
心
し
て

　
　
　

快
適
に
暮
ら
し
住
み

続
け
る
上
で
、
豪
雪
対
策
は

本
町
の
重
要
な
課
題
の
一
つ

で
す
。
本
町
の
よ
う
な
豪
雪

地
帯
で
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

雪
対
策
で
は
、
流
雪
溝
の
役

割
は
非
常
に
大
き
く

大
変
有
意
義
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
大
き

な
課
題
は
流
雪
溝
の

用
水
の
確
保
で
あ
り
、

用
水
の
量
や
利
用
の

仕
方
が
農
業
用
水
で

あ
っ
た
り
様
々
で
あ

り
ま
す
。
水
利
権
の

問
題
な
ど
も
あ
り
ま

す
が
、
な
お
一
層
計

画
的
な
整
備
を
目
指

し
て
国
・
県
に
強
く

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　

流
雪
溝
の
整
備
、

　
　
　

促
進
に
向
け
て
、
測

量
・
建
築
等
の
多
く
の
専
門

技
術
作
業
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
の
基
本
姿
勢
で

２８

「
未
来
に
つ
な
ぐ
人
づ
く

り
」
を
大
き
く
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
点
か
ら
も
職
員

の
専
門
性
を
育
て
て
い
く
と

い
う
事
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

専
門
技
術
を
持
っ
た
職
員
の

育
成
に
つ
い
て
お
伺
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　

各
種
の
事
業
に
お

　
　
　

い
て
適
切
な
る
執

行
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

確
保
を
維
持
し
て
行
く
に
は
、

専
門
知
識
と
技
術
を
持
っ
た

職
員
の
育
成
と
確
保
が
急
務

で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
重

要
施
策
で
あ
る
流
雪
溝
整
備

を
始
め
、
社
会
資
本
の
総
合

問

橋本　　正 議員

答
弁

問

答
弁

的
な
維
持
管
理
を
考
え
ま
す

と
専
門
技
術
職
員
の
育
成
・

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
「
人
材
確
保
」
で

す
が
、
平
成　

年
度
の
職
員

２８

募
集
に
お
き
ま
し
て
は
、
土

木
の
専
門
課
程
を
修
得
し
た

者
や
、
２
級
建
築
士
以
上
の

資
格
を
有
す
る
者
を
採
用
枠

に
設
定
す
る
考
え
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

地
方
分
権
社
会
が
進
展
す

る
な
か
、
法
令
執
務
に
携
わ

る
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
ほ

か
、
病
院
看
護
師
、
検
査
技

師
、
保
育
士
等
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、

「
専
門
家
集
団
」
と
し
て
の

組
織
機
能
の
充
実
・
強
化
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

ロータリー車での除雪作業ロータリー車での除雪作業
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結 果所管委員会紹介議員請 願 者請 願

採択総務文教常任委員会佐澤　　浩
一般社団法人
山形県労働者福祉協議会
　　理事長　岡田　新一

　奨学金制度の充実と教育費負
担の軽減を求める請願

採択産業厚生常任委員会
橋本　　正

石原　英一

最上町大字富沢

立小路自治会長　小野　良一　

　　　　　　（ 外５名）

　町道立小路「佐平橋」の修繕

及び拡幅工事の早期着工に関す

る請願

　昨年の 12 月定例会に於いて、ＴＰＰ交渉大筋合意を撤回し調印批准しないことを求める請願が提出され、継

続審査としておりましたが、今年２月４日に日本政府はＴＰＰ協定文に署名いたしました。よってこの請願の効
力が失われましたので不採択といたします。（詳しい請願内容は１２月議会広報 P11 に掲載してあります）

 【請願・陳情】

�

 【意見書提出】

� � �

提 案 理 由提 出 先意 見 書

　大学の授業料が有償で、公的な給付型奨学
金制度がないのは日本だけです。若者を社会
全体で応援し、急速に進む少子高齢化や地方
の衰退に歯止めを求めるものです

衆議院議長　
参議院議長
内閣総理大臣　
文部科学大臣

　奨学金制度の充実と教育費負
担の軽減を求める意見書の提出
について

� � ��

� �

�����������������������������������議 会 を 傍 聴 し て

�
十
日
町　

沓
澤

周
悦
さ
ん 

　

「
議
員
の
皆
さ
ん
が
ど
の

よ
う
な
質
問
を
す
る
の
か
」、

一
方
「
町
長
が
ど
の
よ
う
な

答
弁
を
さ
れ
る
の
か
」、
初

め
て
傍
聴
す
る
私
達
は
、
興

味
津
々
で
し
た
。
実
際
に
傍

聴
し
て
い
る
と
、
お
互
い
の

緊
張
感
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

我
が
最
上
町
に
も
、
ま
だ

ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ

ら
が
一
つ
一
つ
解
決
さ
れ
て

い
く
の
が
楽
し
み
だ
と
い
う

声
が
聞
か
れ
る
こ
の
た
び
の

議
会
傍
聴
で
し
た
。
今
年
度

も
傍
聴
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

（
※　

年
度
も　

年
３
月
に
予
定

２８

２９

　
　
　

し
て
お
り
ま
す
）

�
笹
森　

石
山

春
雄
さ
ん 

　

人
口
減
少
に
至
る
過
疎
地

進
行
の
現
実
、
自
主
財
源
不

足
で
編
成
す
る
予
算
の
執
行
、

将
来
に
負
担
を
残
す
と
い
う

危
機
管
理
意
識
を
持
っ
て
、

議
会
も
行
政
も
、
さ
ら
に
努

力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
定
例
議
会
、
開
会
か
ら

閉
会
ま
で
の　

日
間
の
日
程

１０

す
べ
て
を
現
場
で
傍
聴
さ
せ

て
頂
い
た
私
の
率
直
な
感
想

で
す
。
私
は
、
今
の
こ
の
町

の
実
情
に
鑑
み
、
議
員
先
生

方
の
勤
勉
さ
も
認
め
、
な
お

一
層
の
よ
り
良
い
町
づ
く
り

に
精
進
し
て
頂
く
こ
と
を
強

く
熱
望
し
て
い
ま
す
。

▲ 十日町サロンのみなさん

�

傍
聴
後
大
堀
鍋
ま
つ
り
売
上
金
を
寄
附
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
堀
小
学
童
の
み
な
さ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�

教えて議会�
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【最上広域市町村圏事務組合】
　　　　　　　平成 28年度予算　32億 4600 万円
　　　　　　　最上町分担金　　　 3億 2013 万 6千円

平成 28年主要事業の概要

１．看護師養成機関開設準備事業　【事業費】　3,897 千円

　�養成機関の設置、運営手法の調査研究

２．エコプラザもがみ循環型社会形成推進地域変更計画、長寿命化変更策定業務委託事業

　　【事業費】　2,649 千円

３．エコプラザもがみ２号炉（空気予熱器・加熱器）更新工事事業　【事業費】　207,576 千円

　�劣化した設備を更新し、施設の長期的かつ安定的な維持管理を図る

４．リサイクルプラザもがみ最終処分場盛土堤等工事事業　【事業費】　24,840 千円

　�埋め立て量に合わせて高さ 3ｍ毎に堰堤を築く土盛工事

５．消防署西支署庁舎建設工事事業　【事業費】173,381 千円

　�消防署西支署の庁舎移転新築工事を実施

６．旧教育研究センター解体工事事業　【事業費】　46,893 千円

　�当教育研究センターの老朽化により、今後の利活用が困難なため解体を実施

７．教育研究センター算数、数学スーパーバイザー配置事業　【事業費】　11,954 千円

　�算数・数学のスーパーバイザー（指導主幹）を配置し、最上地区小中学校の学力向上を目指す

　

�最上広域ふるさと市町村圏事務組合特別会計　【事業費】　10,997 千円

　�少年少女沖縄派遣交流事業　　�もがみ大産業まつり　

　�少年少女沖縄交流受入事業　　�最上８市町村全校沖縄給食デー

議会のしくみ、用語を分かりやすく解説�

� 全員協議会ってなに？

　全員協議会は、議長が招集し、緊急を要す

る案件を協議するためや定例会を前に執行機

関から提出予定の議案についての事前説明、

本議会中は議員相互の意見を調整したり、特

別委員会等の設置が行われます。その場で審

議や議決は行いません。

▲ 全員協議会
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▼〔1

▼〔3

▼〔2

次回の定例会は6

「
子
育
て
大
国
も
が
み
町
」
を
掲

げ
る
町
と
し
て
、
幼
児
・
児
童
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
将
来
の
夢

と
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
ろ
う
と

す
る
若
者
達
に
最
上
町
の
熱
き
想

い
を
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
大

い
に
羽
ば
た
い
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
　
　
　
　
（
橋
本
　
正
） 

  

　
　
【
発
行
責
任
者
】 
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長
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【月毎

インターネット配信中（町ホームページ

▲ 町消防出初め式（Ｈ28.1 .10） 

▲ 宮城県美里町議会議員との交流会（Ｈ28.1 .26） 

▲ モデル住宅視察 
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町内こども園・保育所・幼稚園卒園式 

1月〕  

3月〕  

2月〕  

6 月です 

 

　
国
の
平
成
28
年
度
の
予
算
は
、

96
兆
７
千
218
億
円
と
最
大
の
予
算

規
模
で
日
本
丸
は
動
き
出
し
ま
し

た
。
今
回
の
予
算
成
立
を
受
け
て

安
倍
晋
三
首
相
の
肝
い
り
で
教
育

支
援
に
向
け
て
返
済
不
要
の
給
付

型
奨
学
金
制
度
、
ま
た
、
無
利
子

の
奨
学
金
制
度
も
創
設
・
拡
充
す

る
考
え
を
表
明
し
た
。
こ
の
事
案

は
３
月
定
例
議
会
の
請
願
で
「
奨

学
金
制
度
の
充
実
と
教
育
費
負
担

の
軽
減
を
求
め
る
請
願
」
と
し
て

議
員
全
員
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
た

案
件
で
あ
り
ま
す
。 

「
子
育
て
大
国
も
が
み
町
」
を
掲

町消防団出初め式 日 

最上町新春賀詞交換会 日 

１月臨時会　全員協議会 日 

議会広報編集委員会 日 

町村議会新議員研修会（自治会館） 日 

最上広域と沖縄中部広域の交流事業（～24日） 日 

宮城県美里町議会議員との交流会 日 

最上町小学校スキー大会 日 

町観光協会「新春研修会」 日 

農委・ＪＡ・議会三者懇談会事前打ち合わせ 

町農業振興協議会総会 

東法田小経営懇談会 

広域議会議員懇談会（広域予算内示会）　 

議会議員・ＪＡ理事・農業委員会委員三者懇談会 

２月臨時議会　予算内示会 

最上町スクールバス通学検討委員会 

３月定例会（～16日） 広域議会運営委員会 

こども研究会研究発表 

最上中卒業式　 

町内小学校卒業式　浄化槽法定検査委員会ワーキンググループ作業部会 

議会広報編集員会（28日. 31日） 

日 

議会運営委員会（29日）　全員協議会（25日. 29日） 日 

日 

日 

赤倉温泉町内会との懇談会 日 

町認定農業者の会「農政懇談会」 日 

日 

岩手県大船渡市（旧三陸町）記念植樹 日 

日 

日 

日 

日 

議会運営委員会（28日）　全員協議会（7日.14日. 28日） 日 

新北最上校卒業式 日 

日 

日 

日 

最上町土地改良区総代会 日 

日 

日 

３月臨時議会 日 

毎の主な日程】 1月～3月の活動日数 51日 
　　誌面の都合上、主な行事より抜粋し掲載 

から） 


